
 

 

 

 

 

 

  
 

無駄に思えることであっても、必ずどこかで役に立つ 
校長 佐々木豊文 

こんなことをやってみたい、こういう人になりたい、こんな仕事に就きたいなど、将来の目標をもち、

それが実現できるように努力を続けることはとても大事なことです。人は、もって生まれた才能だけで

目標を実現できることはほとんどありません。もって生まれた才能を生かすためにはその人の努力が必

要だと思います。しかし、その努力が目標の実現に結びつくかは正直わかりません。なかなか成果が出

ないということはよくあることです。そんなとき私たちは、どうせできないとか、やっても無駄とか考

えてしまいがちです。このように途中で投げ出してしまったりあきらめてしまったりすることも往々に

してあることです。 

ですが、今やっていることが無駄に思えたとしても、何も結果が出ないように思えたとしても、これ

までの努力の積み重ねは必ず将来の役に立つときがきます。そして、この努力の積み重ねが人生の土台

になります。努力という行動は無駄なことはひとつもなく、いつかどこかで必ず生きる（生かされる）

場面があるはずです。「〇○を目指して努力していたけれど、違う人生でもその経験が生かされた」とい

うことはよく聞く話です。 

子どもたちには、結果が思うように出なくても、多少の足踏みをすることがあっても、簡単にあきら

めることなく、自分の信じる道を進んでいってほしいです。足を止めてしまうと目的地（ゴール）にた

どり着くことはできません。ですが、ゆっくりでも、時間がかかっても、一歩ずつ歩みを進めていけば、

いつか目的地にたどり着くことができます。目的地が遠くても、一歩がわずかであっても、進み続けれ

ば確実に近づくことができ、最終的に目的地に到着できるはずです。学習でも部活動でも習いごとでも、

毎日の努力をひとつずつ積み重ね、着実に歩みを進め、目標の達成を目指してほしいと思います。 

保護者に皆様に一言、御挨拶を申し上げます。今年度も本校の教育活動に深い御理解と御協力をいた

だき感謝申し上げます。十数年前のことですが、当時私が勤務していた学校のスクールカウンセラーに

子どもとの関わり方について相談したとき、こんな話をしてくれました。 

子どもに手をかけるのは小学生まで。中学生は目をかけ、心をかけてほしい・・・。 

確かに私たち大人は、自立していく中学生と向き合うとき、「手を離して、目を離さず」という態度が

求められるのではないかと思います。手をかけ過ぎてしまっては、子どもの自立を妨げてしまうかもし

れません。また、目を離してしまっては子どもを不安な気持ちにさせてしまい、私たち大人の役目を果

たすことが難しくなってしまいます。保護者の皆様には引き続き、子どもの自立を見守りながら、人生

の先輩として、社会のこと、仕事のこと、世の中の厳しさ、そして自己を律することの大切さなどを伝

えていただければと思います。よろしくお願いいたします。 
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松橋  潤 （数学） 

６年という期間でしたが、思い起こされるの

はやはり、稲陵にきて１年目の３学期から始 

まったコロナになってしまいます。しかし、大変

なことも多かった中で、何気ない日常や、今を楽

しむことの大切さに気付くことができた気もし

ます。至らない点もありましたが、温かく支えて

下さった保護者、生徒の皆さま、ありがとうござ

いました。 

村井 雄三  (数学) 

１年間はあっというまでした。皆様からたく

さんのことを学ばせていただきました。笑顔や

元気な挨拶は人を幸せな気持ちにしてくれるだ

けでなく、自分自身を幸せな気持ちにしてくれ

るんだなあ。と改めて感じさせていただきまし

た。二十数年ぶりにこの学校で過ごすことがで

きてよかったです。生徒のみなさん、保護者や職

員の皆様、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８日 (火) 着任式・始業式 16日 (水) 新入生歓迎集会(５校時) 

９日 (水) 第 49回入学式 18日 (金) 前期認証式(５校時) 

10日 (木) 学級写真撮影・全学年ワーク販売 24日 (木) 部活動結成集会 

14日 (月) 授業参観（５校時） 25日 (金) 授業参観（５校時） 

  ８組新入生歓迎会（５校時）   学校説明会・学年 PTA集会 

  学級懇談会 28日 (月) 身体測定  

  PTA総会、部活動振興会総会   職員会議、部活動休養日 

15日 (火) ３年全国学力・学習状況調査 30日 (水) 生徒総会議案審議 

  （生徒質問紙、理科）   ８組校外学習① 

   ＊25日(金)・26日(土) PTA 集団資源回収日 

４月の行事予定 
 

山石 倫子 （英語） 

９月から半年間お世話になりました。突然の

お仕事に戸惑いもありましたが、今は、このご縁

に感謝しています。生徒の皆さんの明るさや素

直さ、思いやりの深さに心洗われるものがあり

ました。短い間でしたが、生徒の皆さん、職員の

皆さん、保護者の皆さん、ありがとうございまし

た。皆様のこれからのご活躍をお祈りしていま

す。 

池谷 正晴 （理科） 

５年間、大変お世話になりました。進路係とし

て、「本人が出来る事をとやり遂げた」と、思え

る進路活動を目指して、頑張ってきましたが、ご

家庭のご理解とご協力無くしては、その実現は

成り立ちませんでした。この場をお借りしてお

礼申し上げます。本当にありがとうございまし

た。１･２年生の皆さんへ、勉強も大事ですが、

是非今しかできない色々なことに挑戦し、その

中から自分にあっているものを探してみてくだ

さい。 

柴田  朗 （用務員） 

 ３年間楽しくやらせていただきました。あり

がとうございました。 

花田 純吉 （用務員） 

短い間でしたが１年間大変お世話になりまし

た。用務員という立場ではありましたが、日常生

活や部活等で生徒の皆様と関わることができて

とても楽しく１年を過ごすことができました。

別の学校に行っても遠くから皆様の成長を願っ

ております。ありがとうございました。 

齊藤 正樹 （理科） 

あたたかい生徒の皆さんの元気な笑顔に支え

られた一年でした。校地内に様々な野草が咲き

乱れ、授業で観察しに行ったのが今となっては

良い思い出です。一年間ありがとうございまし

た。保護者・地域の皆様、本当にお世話になりま

した。 

伊藤 真由美 （校務助手） 

稲陵中学校では、３年間勤務させていただき

ました。生徒の皆さんの笑顔に元気をもらいな

がら充実した毎日をおくることができました。

保護者の皆様、地域の皆様にも大変お世話にな

りました。ありがとうございました。 

松川 理佳 （栄養士） 

 １年半という短い期間でしたが、皆さんと過

ごした日々がとても楽しかったです。給食時間

や、休み時間に廊下で会ったときには「給食美味

しかったです!!」と笑顔で言ってくれたことが

本当に嬉しかったです。これからも皆さんが笑

顔で元気に過ごせることをお祈りしています。 

 

秋元 英二 （社会） 

１年間という短い期間でしたが、１年生１ク

ラス、３年生２クラスで社会科を担当して、楽し

く授業をすることができました。 

そして、授業を通して、多くのことを学ばせて

いただきました。 

生徒のみなさん、保護者の皆様、お世話になり

ました。そしてありがとうございました。 

佐藤 亜未 （栄養士） 

４か月という短い間でしたが、大変お世話に

なりました。素直で優しく、何事にも一生懸命な

生徒の皆さんと過ごすことができ、思い出深く

大切な時間となりました。 

また保護者の皆様を始め、支えて下さった多

くの皆様に心より感謝申し上げます。本当にあ

りがとうございました。 


